
  
 
 
 
 

10 月 11 日（金）に杉並公会堂にて本校の音楽発
表会が開催されました。多くの保護者の皆様にご来
場いただき、誠にありがとうございました。１年生は
元気よく、明るい声で歌い上げ、２年生は響きが重厚
になり、男声と女声のハーモニーが複雑になった曲
を歌い上げました。３年生では、男子、女子ともに変
声が進み、一層深みのある声で表現力高く歌い上げ
ました。３年生の合唱曲は全クラス伴奏なしのアカ
ペラで、練習で音程をつかむことや、各パートでリズ
ムをそろえることに苦労している様子が見られまし
たが、本番では全クラス見事に歌い上げていました。 

自分自身が担任として合唱コンクールに携わって
いた頃を思い返すと、「いい歌を歌ってもらいたい」、
「音楽の楽しさを味わってほしい」、「自分たちで創
りあげることの素晴らしさを知ってほしい」という
ような様々な思いをもちながら、本気になって取り
組んでいたことが思い出として残っています。様々
な曲でコンクールに参加してきましたが、自分の学
級が歌った歌は全て特別な思いがあります。担任と
いう直接歌を歌う立場でなくても、このように思い
出に残るものですから、一生に一度しかない中学生
という時期に歌った合唱曲は、生徒の心に深く刻ま
れていくものだと思います。 

音楽発表会の最初の挨拶で「絵を平面の芸術、彫刻
を立体の芸術とすれば、音楽は時間の芸術と言える
のではないか、時間というのは、特性として不可逆的
なもの。過ぎ去った時間は戻れない。録音して聞くこ
とができるが、そのとき、その場で聴くライブ演奏は、
他に代えることができない貴重なもの。音楽発表会
の発表をかけがえのないものとして楽しんでほし
い。」という内容をお話いたしました。音楽は聴覚に
訴える芸術ですが、音符や休符には長さが必ず示さ
れているように、時間が深く関係する芸術です。 

時間についていろいろと考えてみると不思議な特
性があります。時間を計る単位は、１日２４時間、１
時間６０分、１分６０秒というのは、皆同じです。１
日の長さは誰にでも平等に与えられているもので、
人によって物理的な長さが違うことはありません。
しかし感覚的な時間の長さは人や状況によって大き
く異なります。子供の頃は１日、１年がとても長く感
じていたのに、大人になればなるほど感じる時間が
早まります。「もう１１月なのか、この間正月を迎え
たと思っていたのに」なんて会話は、年をとればとる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ほどよく聞かれるものです。あるテレビ番組で子供
と大人の時間の経過の感覚の違いはどうして生まれ
るのかについて解説をしていました。それによると
子供時代は経験することが何もかも初めてで、様々
な感動やときめきがあることで、時間を長く感じて
いるとのことでした。逆に大人は様々な経験をして
きたことで、感動やときめきを失ってしまって、時間
が早く過ぎ去ってしまうように感じてしまうと説明
されていました。初めての場所に行くときに、到着ま
で長く感じるのに、帰路は短く感じるのもこの理由
のように思います。それとは逆に、自分の中で興味が
あり、面白い授業、楽しい授業の１時間はあっという
間に過ぎるのに、興味がなくつまらない授業は１時
間がとても長くなることは、誰もが経験しているこ
とではないでしょうか。 

３年生はこれから進路決定に向けて、受験という
大きな人生の選択のタイミングがやってきます。こ
れからは高校入試に向けた学習の最後の仕上げの段
階に近づいていきます。何人もの生徒から「受験勉強
しんどい」、「嫌だな、早く終わりたい」という声を聞
くことがあります。こういう時の時間は長く感じる
ので、なかなか大変です。「受験勉強で新しい発見が
あった」「勉強が面白くなってきた」という思いにな
っている時は、あっという間に時間が過ぎます。先ほ
どの話で考えてみると、前者の場合はつらい時間が
長く感じるかもしれませんが、終わってみると案外
あっという間に思うかもしれません。後者の場合は
すぐに時間が過ぎても終わってみるとこの期間を長
く感じているかもしれません。 

感動やときめきのようなプラスの感情をもつこと
が、充実した時間を過ごすために必要だとすると、必
然的に机に向かう時間が長くならなければならない
この時期に充実した時間を過ごすためには、見方・考
え方をプラスに変えて、楽しんで学習することが大
切なのだろうと思います。３年生にとっては、なかな
か考え方をプラスに変えていくことは難しいかもし
れませんが、これからの人生の中でつらい時期、大変
な時期をいろいろと過ごすことは間違いないでしょ
う。ここで自分の心のもちようを変える力をつける
ことができれば、この先必ず役立つことは間違いあ
りません。時間は決して戻せない。だからこそ、今こ
の時間をどう過ごしていきたいのかを大切にして１
日１日を過ごしてほしいと思います。 

 

見方・考え方をプラスに変えて  

                           校 長  池 田  和 幸 

令和８年度修学旅行について 
今年度探求的な学習の更なる充実のために、指導計画の見直しをおこなって参りました。その中で近年京

都・奈良の修学旅行について、インバウンド等の外国人旅行客等の影響が大きくなり、これまでのような十分
な学習が行えなくなっていることから、修学旅行の行き先についても検討を重ねて参りました。その結果とし
て令和８年度の修学旅行先を「北海道方面」として計画して参ります。 
○日程的な制約から道央を中心に訪問することになるが、自然科学、人権学習、伝統文化、近現代史、防災な

ど、様々なテーマを選択することができ、幅広い学習活動を行うことができること。 
○往復航空機を利用しても、６月上旬であれば関西方面と費用面で大きな差がないこと。また梅雨や暑さによ

る気候の影響を受けることが少なく実施可能であること。 
○関西方面と比較して班別学習を行える場所は限られるが、学級を分割しコース別研修など工夫することで、

学習の多様性は確保できること。 
 
以上の理由を１０月の学校運営協議会においても説明し、ご承認いただきました。今後、業者選定を行い、実
施にむけて準備してまいります。 

 
6 天沼中第２３３号 

令和６年１０月３０日 
杉並区立天沼中学校 



 

 

 

 

 

9 月 7 日（土）、杉並公会堂で第 39 回杉並区立中学校 

オータムコンサートが行われました。夏休みから準備を 

してきた吹奏楽部員たちはステージ上では普段より緊張 

しているようでしたが、演奏が始まると気持ちを切り替 

え、素晴らしい演奏を披露しました。 

 

 

夏休み明けから選挙活動を行っていた生徒会の新役員 

候補者の立会演説会が行われました。今年は会長候補 

３名、副会長候補２名、庶務候補２名による選挙が行 

われました。どの候補者も、天沼中学校をどうしたら 

もっと良い学校になるかを考え、立派にスピーチを行 

っていました。 

 

  

今年度も AKA（天沼小、沓掛小、天沼中）の小中連携の一環として、小学生対象の中学校授業体験、部活

動体験を行いました。小学校から中学校に進学して大きく変わるものとして授業・部活動があります。期待

とともに不安を抱いて進学する小学生たちに少しでも天沼中学校を知ってもらうことが重要です。部活動

体験では天中生たちが先輩として小学生を教える姿がたくさん見られました。 

     

 

 

 

 

 

9 月 14 日（土）に行われた土曜日授業では、命の教育と題して日本臓器移植ネットワーク渡邉京子様に来

校していただき「臓器移植」に関する授業や「生きる」をテーマにした道徳の授業公開を行いました。また、

地域の方々と教職員との意見交換会を放課後に実施しました。道徳の授業では１年生「あなはたひかり」２

年生「奇跡の一週間」３年生「弱さと向き合って」の教材を用いて道徳の授業を行い、生徒たちは様々な自

分以外の意見に触れ、考えを深めていました。 

 
 
 
     

 

 

生徒朝会において春休みに杉並区の交流事業に参加した○○さんの学習発表が

行われました。平成 24 年から始まったこの事業では、世界自然遺産である小

笠原の豊かな自然の中で様々な体験や、生徒独自のテーマに沿った研究が行わ

れます。菊池さんは体験を通して自身の感じたことや環境保全についての意見

を、パワーポイントを用いて発表していました。 

９月・１０月の学校の様子 



 
 
天沼中学校の特色の一つである KOTODAMA１００が 10 月 1 日から始ま

りました。英語の単語や早口言葉から始まり、歴史上の偉人が残した格言や

物語の一節に至るまで、すべての英文を暗唱するべく生徒たちは一生懸命に

取り組んでいました。朝の学習活動で行われる KOTODAMA１００では保護者の

方々や地域の方々にもご参加いただき、暗唱の聞き取りをしていただきました。ご

協力ありがとうございました。 

 
 
10 月 11 日の音楽発表会に向けて全校で放課後の合唱練習に取り組みました。どのクラスも日頃の授業の

成果を発揮し、自分たちの合唱を作ろうと一致団結して頑張っていました。放課後練習が始まると校内のい

たるところから歌声が響き、期待が膨らむものでした。また、同時期に大学生による教育実習を行われまし

た。生徒と一緒に行事や授業に取り組みながら実習の経験を積むことができました。 

 

                            ←音楽発表会に 

                                 向けて 

                               実習生の → 

                                授業の様子 

 

 

夏休みに行われた杉並区の広島平和学習に参加した○○さんの学習発表会が学校朝

会にて行われました。広島現地での体験や様々な人との交流の中で学んだことにつ

いてパワーポイントを使って発表を行い、平和な社会のために自分たちが目指すべ

きことは何なのかについて自身の考えを述べていました。 

 

                                   （参加者敬称略） 

9 月・10 月は校内での活動以外にも様々な校外活動に参加した月でもありました。たくさんの生徒が興味

や目標をもって自ら主体的に取り組んでいました。今後も継続して取り組んでいきましょう。 

１A 小澤侑奈、１A 高木友、１B 横谷一獅、１C 岩崎喜子、１C 鈴木詩子、 

１C 戸谷公紀、１C 山平敦大、２A 大久保佑馬、2A 後藤咲希、２B 三井景勝、 

２C 伊藤颯大、３A 青木秀悟、３A 藤木煌也、３B カンデルラクシャ 

１C 戸谷公紀、2A 後藤咲希、２A 湯𦚰𦚰春、2C 石本夏香、3C 戸谷理紗子、３C 

１A 小澤侑奈、１C 岩崎喜子、１C 神山未柚子、１C 戸谷公紀、2A 後藤咲希、２A 鈴木捺希、 

２B 秌元結衣、2C 石本夏香、２C 門倉佐奈、２C 山口心寧、3B 菊池莉緒、3C 戸谷理紗子 

１B 山本由舞、１C 神山未柚子、１C 小林夕乃、２A 秋山明、2A 後藤咲希、２A 橘 

２A 野沢夏帆、２A 森本怜南、２B 田中理子、２C 門倉佐奈 

１A 小澤侑奈、１B 堀田藍花、１C 神藏緒実、１C 戸谷公紀、2A 後藤咲希、 

２A 藤森万知、２A 矢萩凛々、２A 湯𦚰𦚰春、2C 石本夏香、３B 花邑はぐみ 

１C 神藏緒実、１C 酒井麻衣、１C 渡梅花、2A 後藤咲希 
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今年の音楽発表会は昨年のようなインフルエンザの流行もなく、保護者の入れ替えもない久しぶりの全校の合

唱、吹奏楽部演奏が楽しめる音楽発表会となりました。10 月 1 日より各クラスでの練習をスタートした生徒た

ちはこの日のためにたくさんの練習を重ねてきました。公会堂のホールという素晴らしい舞台に緊張しながらも

素敵な歌声とクラスの絆を披露していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

受付をしていただいた PTA の皆さま    校長先生の歌声も響きました      吹奏楽部の演奏も素晴らしかったです      実行委員のみなさん お疲れさまでした

 

 

 

 

 

１学期から、指揮者や伴奏者は、個人でたくさんの時間をつかって

練習を重ねてきました。また、実行委員の皆さんも準備や当日の仕事

を行いながら、学級・学年の中心となって取り組んできました。 

当日は頑張ったみんなに感謝の拍手が沸き起こりました。 

  

音楽発表会 
１０／１１ 

指揮者・伴奏者一覧（敬称略） 

開会式 全校合唱 『夢の世界を』 

指揮：穴口 太一 伴奏：庄司 葵一 

第１学年合唱  『Tomorrow』 

指揮：川田 蒼斗 伴奏：佐野 帆乃香 

(1)Ｂ組 自由曲 『COSMOS』 

指揮：中村 良橘 伴奏：佐野 帆乃香 

(2) Ｃ組 自由曲『旅立ちの時』 

指揮：友永 泰樹 伴奏：酒井 麻衣 

(3) Ａ組 自由曲『マイバラード』 

 指揮：布村 友弦 伴奏：小澤  侑奈 

第２学年合唱  『時の旅人』 

指揮：髙木 真乃 伴奏：矢萩 凛々 

(1) Ｂ組 自由曲『輝くために』 

 指揮：井上 孔  伴奏：嶋田 陽奈詩 

(2) Ａ組 自由曲『君とみた海』 

 指揮：加藤 碧人 伴奏：矢萩 凛々 

(3) Ｃ組 自由曲『心の瞳』 

 指揮：上野  航己 伴奏：磯川 翔太 

第３学年合唱  『あなたへ』 

指揮：池田 悠人 伴奏：斎藤 寧々花 

(1) Ｃ組 自由曲『ぜんぶ』（アカペラ） 

 指揮：髙木 源士 

(2) Ｂ組 自由曲『卒業』（アカペラ） 

 指揮：原 尚希 

(3) Ａ組 自由曲『いざたて戦人よ』（アカペラ） 

 指揮：石黒 由良 

吹奏楽部発表 

閉会式    『校歌斉唱』 

指揮：岩崎 嘉意庵 伴奏：斎藤 寧々花 

令和６年度 音楽発表会実行委員会（敬称略） 

１年Ａ組 布村友弦、小澤侑奈 １年Ｂ組 髙木清詞、山本由舞 １年Ｃ組 滝澤翔琉、小林夕乃 

２年Ａ組 山本宙、伊佐薫 ２年Ｂ組 津久井柾史、嶋田陽奈詩 ２年Ｃ組 川瀬聖、山口心寧 

３年Ａ組 土屋直大、田中茜音 ３年Ｂ組 竹内篤人、古川結愛 ３年Ｃ組 岩崎嘉意庵、斎藤寧々花 

  

                 

          

               

 

今年度の音楽発表会は、私にとって教員として迎える初めての音楽発表会でした。２学期に入るまで、「本

番までに仕上がるだろうか」「成功させることはできるのだろうか」そんな不安を募らせていました。ですが、

生徒の音楽に対する情熱と、合唱に一生懸命取り組もうとする姿勢は、私の想像をはるかに超えるものでし

た。また、本番直前の１週間は、各学級の合唱が大きく成長し、そのスピードと集中力に大変驚かされまし

た。この音楽発表会を通して、私の心に深く刻まれたことは、あきらめずに努力し続ける姿、仲間を信じて互

いに認め合う心、そして天中生としての音楽に対する誇りです。一生記憶に残る素敵な音楽発表会でした。 

ネット上、掲載不可 

ネット上、掲載不可 


